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研究成果の概要（和文）： 
	
 本研究では、美術科教員志望学生が専門の造形的デザイン能力を生かして「開かれた学校」推

進教員を支援した。この支援の中で地域の美術館・教員の研究グループと連携し、地域活動に参

加するプログラムを開発・運営し、活動全体を反省的に考察した。結果として、継続可能なプロ

グラム実施体制、研究組織、運営方法を取り込みながら、「旭川地域連携アートプロジェクト」

実施した。その中で、教員志望学生が地域の成員性を高めながら、教員としての基礎的な能力を

獲得するプロセスを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, students in art teaching course, supported the teachers on schools open to 
the community.This support, is to work with the research group of the museum and 
teachers in the region,and to develop and operate programs to participate in community 
activities, we considered the Reflective activities as a whole.As a consequence, was 
adopted continued possible program implementation system, research organization, the 
management methods.The proposed cooperation organization "Asahikawa Art Project", 
was conducted.In this project, I showed the process of students in art teaching course 
while increasing the members of the community, the ability to acquire basic as teachers. 
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１．研究開始当初の背景 
	
 教員養成大学においては、実践的教育力を

獲得した学生を育てることが期待されている。

この視点は、その後に学士課程の構築と、そ

の質的保証を社会に対して明確に示すことが

責務となっている。こうした社会的責任に美

術教育・造形教育の視点から，実践的に成果

を挙げる必要ある。 

 
 
２．研究の目的 
	
 本研究では、教員志望学生が専門のデザイ

ン能力を生かして「開かれた学校」推進教員

を支援し、この支援を通して「開かれた学校」

理論を実践的に検討する。同時に、教員養成

カリキュラムと小中学校教育の目標である

「確かな学力」との関連を地域連携を通して

検討する。教員志望学生が地域構成員として

の成員性を獲得することを目的とした。 

 
	
  
３．研究の方法 
	
 道北地域の美術館・教員の研究グループと

連携し、地域活動に参加するプログラムを開

発・運営し、活動全体を反省的に考察した。

この小中学校の児童生徒を対象とした造形活

動（ワークショップ、鑑賞活動）プログラム

実施することで、「開かれた学校」実現を支援

し行動観察、インタビューを通して、教員志

望学生が、地域と学校教育との連携の意義を

理解し、その可能性と限界について実務的に

経験したことを確認した。  

 
 
４．研究成果 
(1)	
 地域貢献ガイドラインに沿って、北海道
旭川美術館・上川旭川美術部連絡協議会と連

携し、旭川市内近郊中学校美術部に鑑賞プロ

グラムを実施した。このプログラム実施を通

して、中学校教員並びに、その研究グループ

と連携した運営組織の形態（地域連携旭川ア

ートプロジェクト：AAP）、業務分担、運営方
法、生徒の学習、教員志望学生の教育実践力

の向上、それらの評価体制について検討した。 

 
 
 
 
 
地域連携旭川アートプロジェクト(AAP)の概念図 

 
 
 (2)枝幸教育委員会と連携し、児童生徒に対
して造形ワークショッププログラムを実施し

た。このプログラム実施を通して、中学校教

員並びに、その研究グループと連携した運営

組織の形態、業務分担、運営方法、生徒の学

習、教員志望学生の教育実践力の向上、それ

らの評価体制について検討した。 

 
 
 対象校数 児童生徒

数 

参加学生

数 

2009(H21) 9 200 12 

2010(H22) 9 200 13 

2011(H23) 9 150 6 

2012(H24) 9 150 7 

 
 
(3)旭川市彫刻美術館・北海道立旭川美術館と
連携し、中学生に対する造形ワークショップ

プログラムを実施する。このプログラム実施

を通して、美術館学芸員と連携した運営組織

の形態、業務分担、運営方法、生徒の学習、

教員志望学生の教育実践力の向上、それらの

評価体制について検討した。 



 

 

 
 
 対象校

数 

生徒

数 

参加

学生

数 

2009(H21) 

・大平寛ワークショップ

(WS)：旭川市彫刻美術館 

・ヨーロッパ絵画の輝き展

鑑賞プログラム：北海道立

旭川美術館 

40 500 20 

2010(H22) 

・ウルトラマンアート

WS：北海道立旭川美術館 

・片岡球子展鑑賞プログラ

ム：北海道立旭川美術館 

40 500 20 

2011(H23) 

・小泉俊己WS：旭川市彫

刻美術館 

・巨匠たちの饗宴鑑賞プロ

グラム：北海道立旭川美術

館 

・造形まつり：北海道立旭

川美術館、旭川市彫刻美術

館 

50 600 20 

2012(H24) 

・ヴィクトリアンジュエリ

ー展WS：北海道立旭川美

術館 

・椅子と絵の対話鑑賞プロ

グラム：北海道立旭川美術

館 

・造形まつり：北海道立旭

川美術館 

50 600 20 

 
 
(4)北海道教育大学研究プロジェクト「開かれ
た学校を推進する総合的研究会」と連携し、

シンポジウムを開催した。その中で、家庭・

地域・学校との連携を通して学校教育の今日

的課題である確かな学力向上の可能性につい

て検討した。 

 
 
(5) 結果として、継続可能なプログラム実施
体制、研究組織、運営方法を取り込みながら、

連携組織「旭川地域連携アートプロジェクト」

を提案し、実施するに至った。その中で、教

員志望学生が地域の成員性を高めながら、教

員としての基礎的な能力を獲得するプロセス

を示すに至った。一般的に大学による地域貢

献が、継続性はあっても、教員養成カリキュ

ラムと結びつかず、大学の授業の一部を担っ

ているに過ぎず、「良い経験」に止まっている

のに対して、この成果は、中学校美術科の教

員養成カリキュラムと一体化し、「確かな学

力」の向上を目指す教員の資質を向上させる。

同時に、小中学校からは「開かれた学校」の

推進であり、教員養成からみると地域の成員

性獲得が示されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開かれた学校を推進する 

教員養成カリキュラムの概念図 
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